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緒 看

最近胸部外科の発達によって肺腫場の切除例

も次第にその数を増 し,それ等の腫坊に関する

臨床的並びに基礎的知見も豊富になってきた｡

著者等も切除 した肺腫疫を検討 して,肺血管に

原発したと考えられる極めて珍らしい肺腫疫 2

例を見出したので報告する｡

症例1,S.Kり41才,女子.

家族歴 :母が胃癌で死亡.妹 1人が肺結核で

死亡｡

既往歴 :特記すべきものなし｡

現病歴 :昭和31年夏頃より全身倦怠感あり,

顔色優れず,貧血との診断の下に治 療 を 受 け

た｡昭和32年夏頃から歩行に際して息切れが強

くなった｡同年10月4日胸部レ線撮影を行い左

肺野に濃厚な円形孤立性陰影が認め られ た の

で,同月25日京大内科に入院し,同年12月 3日

京大結研に転院して左肺全削除術を受けた｡発

病来咳歌,瞭疾,体重減少,その他の症状を訴

えたことはない｡

入院時の所見 :胸部には打聴診上特別の異常

所見を認めず｡血液性状は赤血球数417万,血

色素量55%で貧血を示 した｡尿尿の性状,肝機

能,心電図等には著 しい異常所見は認 め られ

なかった｡レ線写真に於 い ては,左肺中野に大

動泳弧に接して小児手拳大の円形陰影が認めら

れ,傾面像及び断層写貢では写真 1のように肺

門部よりや ゝ背方寄 りに存在することが確かめ

られた｡噴疾仁国こ腫癌細胞は見出され な か っ

た ｡

手術時の所見 :昭和32年12月 3日施行｡胸臆

内には左肺上下葉の境界附近に軽度の癒着を認

めたのみで,他は全 く遊離性であった｡上薬と

下葉S6との 境界部附近に小兄手拳大の 弾力性

硬の腫癌を認めたoこの腰痛の外側部は肺肋膜

直下に突出し,赤紫色を呈していた｡末槽部に

於い ては明らかな被包を有 し,周囲組織から剥

離することができたが,中枢部に於いては上下
南桑と密着 し,それ等から剥離することが困難

であったので,左肺全刻除術を行った｡肺門部
には腫脹 した リンパ節を認めなかった｡

術後の経過 :術後の経過良好で,約 2年を経

過 した現在に於いても再発の徴候なく健在であ

る｡

切除標本の所見 :写真 2に示すように,肺癌

は S6 にあり,一部は肺外に突出している｡ そ

の大きさは 6cmx5cmx4cmであり, 断面をみ

ると充実性の部分と血液を含んだ部分とが認め

られる｡

肉眼的に血液を多く含んだ部分を組織学的に

みると,大小種々の血管腫があり,それ等の血

管の内皮細胞は丈が高 くなり,屡々図3のよう
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に数層に配列 している｡又,部位によってはこ

のような内皮細胞が充実性に配列 して,血管齢

が殆んど認められな くなっているO有糸分裂像

は殆んど認められず,細胞の異型及び多形性に

も乏 しい｡鍍銀染色を行 うと,血管を囲む内皮

細胞の層の外側に基底膜に相当して曙銀線維束

が認められ,充実性の部分では細い噌銀線維が

比較的疎に分布 している｡ このような部分に混

じて,写真 4のように紡錘形の細胞が密に分布

している部分,即ち線維腫様の組織像を呈する

部分が認められる｡

以上の組織学的所見から,本陣疫を血/'E-/;.'･内皮

腫と診断した｡

症例2.N.W.,62才,男子.

家族歴 :父は気門文相息により,付は肺結核

により死亡しているO同胞のIilで妹 2人が大 々

子宮癌及び肺結核で死亡しているO

既往歴 :生来著患を知らずC

現病歴 :昭和31年 4月12日に胃頼撃の発作が

あり,偶々レ線撮影を行ったところ右肺門郡に

異常陰影を認め肺癌が疑われたので,手梢を受

ける目的で 4月26日に加茂川病院に入院 した｡

そして, 5月11日右肺仝別除術を受けた｡この

間手術に至るまで咳轍,噴坊,体重減少その他

の目先症状を全 く認めなかった｡

入院時の所見 :右[冊四円こ於いて打診音短,

呼吸音減弱｡赤血球数 326万,-マ トクリット

値35%で貧血あり｡白血球数9600｡赤沈値は平

均 25mm で促進O 尿尿所見や心電図には苦変

を認めない｡レ線写真では写真 5のように右Ell
肺野に肺門に接して大きな陰影が認められる｡

噛横 車 に瞳癌細胞は認められなかった｡

術後時の所見 :胸腔は大部分遊離性であった

が,S3と胸壁との間に軽い癒着が認められたニ

S3に墳界の比較的鮮明な硬い肺癌が存在 してい

た｡伸門 リンパ節には転移を思わせるような異

常所見は認められなかったが,悪性腫東と考え

られたので右肺仝Brl除術を行ったO

術後の経過 :術直後は経過良好であったが,

次第に全身状態悪化 し,術後33日目に心肺機能

不全に陥って死亡 した｡

切除標本の所見 :写真 6のように S3の肺門
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部近 くに 7cmx6cmx5cm の境界が比較的鮮明

な孤立性陸揚があり,腰湯は実質性である｡腔

痔に接して昔状の圧迫性無気肺が認められる｡

肺門 リンノ,OI制ま肉眼的には変化は認 め られ な

い｡

組織学的にみると,腫癌細胞は主として紡錘

形で,一般に写貢 7のように束状に配列 してい

る｡これ等の部分は vanGieson染色でフクシ

ンの色をとる｡核分裂の像は余 り認められず,

細胞の異型や多形性はそれほど著明ではないO

鍍銀染色では個々の腫癌細胞と噌銀線維とが密

接な関係を有 している事が認められる｡ところ

が,本腰場の各処に於いて写真 8及び写真 9の

ように赤血球を容れた不完全な管腔 が認 め ら
jt, しかもこの胃D',J=tと前述の腫癌細胞の束の配

列とが一定の関連を有しているようである｡ 即

ち,管腔を中 心 として腫癌細胞の束がそれ を 収

り囲むように配列している｡

以上のような所見から,本陸揚を血管肉腫と

診断した｡

考 按

原発性肺陣場の中 で,arterio-venousfistula

と呼ばれるような真の腰疫的性格を有 しないも

のは別として,血管に由来する腫疫は余り多く

ない｡特にその切除例 に至っては非常に稀で,

我国では佐野他12) (1954)の症例がみられるに

すぎない｡

血符内定陣は Stout14) (1943)によるといろ

いろな器官に認められるが,肺に見出されたも

のは柿である｡Plautll) (1940)によると,彼の

報告 した 2例の他 に deLange& de Vries4)

(1922),Wallstein15) (1931),Hall8)(1935),

Edwards& Tay】or6) (1938)等が報告 したもの

が柿に発生 した血管内皮瞳と認むべきものであ

る｡又, Bowers2) (1936)は 23,897例の剖検

に於いて臓器内に血管腫の認められたのは64例

で,その内陣に認められたのは僅か 1例であっ

たと報 じている｡ しかもこの 1例は血管内皮腫

ではないようであるから,本陣癌は極めて稀な

ものといわねばならない｡

Plautが挙げている数例の 血管内皮腫は何れ
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も女子の肺に認められたものであり,我 々の症

例も女子であるから,本腰疫は女子に好発する

ものと考えられる｡

本腫癌は屡々多発性に発生するもの の よ う

で,Plantの報告にある第 1例や Wollsteinの

例等は肺血管の各所に小形の陣癖が多発性に認

められたもののようである｡我 々の症例は孤立

性の比較的大型の陸湯である点で寧ろ特殊な例

であるといえよう｡

又, 本肺癌 は Landing& Farber9) (1956)

も述べているように,組織学的に 2乃至数層に

増殖 した内皮細胞に囲まれた多数の血管からな

っている良性腫瘍である｡ しかしながら,他の

組織像を伴っていることもあるようで, Plaut

は血管内皮腫に毛細血管腫を伴っている症例を

報告 している｡我 々の症例に於いては同一腫痘

内に血管内皮腫の他に線維腫様の部分が認めら

れた｡

本腰疫を有する症例は屡 々肺血管の変異や心

臓疾患を伴 うといわれているが,我 々の症例で

は肺血管に著明な変異は認められず,又臨床的

に心臓疾患を思わせるような所見は認められな

かった｡

組織学的に血管肉腫と診断 した我 々の第 2例

は極めて珍 らしい特異な症例である｡

我々の知るかぎりでは,肺の血管肉腫は未だ

報告されていないようである｡唯,Kaposi肉腫

と呼ばれるものが肺に見出されたことが Dalla

Favera3) (1911), D6rffe15) (1932),Greppi&
Bettoni7)(1932),MierzeckilO)(1932),Stats13)

(1946)等によって数例報告 されている｡Kaposi

肉腫は Bluefarbl) (1957)も述べているように

皮下に好発する腫瘍であって,血管贋を形成す

る傾向が認められる｡ そして, Sarcomaidio-

pathicum multiplex hemorrhagicum とい う名

からも判るように多発性且つ出血性の結節とし

て発育するのが普通である｡

我 々の症例は組織学的に血管様構造を形成す

るという点で Kaposi肉腫を思 わせるものがあ

るが,孤立性の大型の陸揚であり,出血性傾向

に乏 しい 点で Kaposi内腰の 範噂には 入れ 難

い ｡
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結局,我々の症例は線維肉腫に極めてよく似

た組織像を呈 しているが,血管障様構造を形成

する傾向が強いという点から血管肉腫と診断す

べきであろう｡尚,郡検することはできなかっ

たが,生前の臨床所見などからして本陸揚は肺

に原発 したもので,他に転移原となる原発巣が

あったとは考え難い｡

緒 言

外科的に切除 した肺腫瘍を検討 し,肺血符に
原発したと考えられる2例の肺陸揚を見出 した

ので,その臨床所見及び切除標本の所見に就い

て報告 した｡

症例 1は41才の女子の左肺 S6 に み られ た

6cmx5cmx4cm の腫癌であり,組織学的には

一部に線維腫様構造を混えた血管内 皮 腫 で あ

る｡手術予後は良好で,術後 2カ年を経て健在

である｡

症 例 2は 62才の男子の右肺 S3 にみられた

7cmx6cmx5cm の腫癌で,組織学的には血管

肉腫と診断すべきものである｡本例は肺に於け

る血管肉腫の最初の症例 と考えられるが,手術

予後不良で術後33日目に心臓不全により死亡 し

た ｡
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